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Abstract.ηle antfaunaofTeuriIsland, Hokkaido,Japanwassurveyedin1999.Ato凶 of 12sp悶esof6

generafrom2subfamilieswerecollected

1.はじめに

筆者は「北海道離島におけるアリ類」のその l と

その 2 として、利尻島と礼文島におけるアリ相の調

査結果をそれぞれ本年報 17 号と 18 号に報告してき

た。今回、北海道苫前郡羽幌町の天売島について調

査を行なったので、その結果をここに報告したい。

2. 謂査地、調査期間及び方法

調査地の天売島は北海道苫前郡羽幌町に属し、北

海道本島から約 27km 離れた日本海に浮かぶ周囲約

12km、面積約 5.43平方キロメート jレの鳥である。島

は南東から北西へ標高が高くなっており、最高標高

は約 185m である。島の西海岸は海鳥の繁殖地とし

て知られている。海鳥繁殖地は、採集に制限のある

特別保護地区及び天然記念物に指定されているが、

本調査ではそれらの地域を対象外とし、島の東側を

中心に標高 60m 以下の地域で調査を行った。調査期

間は 1999 年 7 月 10 日から 1999 年 7 月 12 日まで

の 3 日間とした。採集地については以下の 9 箇所で

ある(図1)。
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アリの採集には見付け採りと、捕虫網を振ること

により草の上、木の葉などにいる個体を採集するス

イーピングを併用した。採集したアリは 70% エタ

ノー Jレを用いた液浸標本とした。同定はそれらの標

本を台紙に張った乾燥標本で行なった。なお今回は

定量的な調査は行なっていないので、スイーピング

に対して網を振る回数や時間、高さなどの制限は加 t

えていない。

3. 結果

今回の調査において採集され、同定された稜は次

の通りである。採集データは採集地、採集個体数(

W: 働きアリ、 F: 雌アリ)、採集日の順に記し、採集

者は全て筆者である。今回の調査において天売島に
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は 2 亜科 6 属 12 種の生患、が確認された。

アリ科 FORMICIDAE

フタフシアリ亙科 Myrmicinae

クシケアリ属 Myrmica

(1)シワクシケアリ

MyrmicakotokuiFore!(図 2 ぺ、 2)

フェリーターミナ jレ、 W5 、 10-vii-1999; 前浜、 Fl 、 11

vii-1999; 森の小径 2 、 W5 、 11 明i-1999; 和浦林道、

WI 、 12 吋ii-1999; 富磯、 W7 、 12-vii-1999.

(2)キイロクシケアリ

Myrmicar凶ra (Linnaeus)

森の小径 l 、 W8 、 ll-vii-1999.

シワクシケアリによく似ているが、体色が本種の

方が黄色いこと、胸部背縁のしわ(図 2 -1 矢印)が

幾分ゆるやかであることなどで区別される。

アシナガアリ属 Aphaenogaster

(3)ヤマトアシナガアリ

AphaenogasterjaponicaForel(図 2 -3、 4)

和浦、 W5 、 12-vii-1999; 相影、 W2、 12-vii-1999; 黒

崎海岸、 W2、 12"吋i-1999.

胸部は細長く、足が長い。前伸腹節刺をもっ。体

色は時褐色から淡褐色で見た目にもクシケアリ属よ
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り幾分体が大きい印象を受ける。利尻島と礼文島で

は生息が確認されていない属である。

ムネボソアリ属 Leptothorax

(4)ムネポソアリ

Leptothoraxcongruus(Fr.Smith)(図 2 -5 、 6)

図 2 天売島に生息するアリ類の走査型電子顕微鏡写真 1. 1·2: シワクシケアリ Myrmicakotokui 、

3ｷ4:ヤマトアシナガアリ Aphaenogaster japonica 、 5-6 :ムネボソアリ Leptothorax congruus.
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アメイロケアリ亜属 Chthonolasius

キイロケアリ亙属 Cautolasius

(9)キイロケアリ

‘ Lasiusf1avus(Fabricius)(図 4 ぺ、 2)

フェリーターミナ Jレ、 W19 、 1 G- vii-1999; 森の小径 1 、

W31 、 11-vii-1999; 和浦林道、 W28 、 12-vii-1999; 和

浦、 W6 、 12-vii-1999; 黒崎海岸、 W13 、 12-vii-1999.

(5)ムネポソアリ属の一種

Leptothoraxspp.

前浜、 W3 ， 11-vii-1999; 森の小径 2 、 W2 、 11-vii-1999;

和浦林道、 W1 、 12-vii-1999; 和浦、 W8 、 12-vii-1999.

形態的にはハ 1) ナガムネポソアリ Lepto めorax spiｭ

nos lO r に似るが、前伸腹節刺の長さや胸部背縁のラ

インなどに異なる点治宝見られる。加えてスイーピン

グによって採集された個体が多いため、同一のコロ

ニーから得られたものかという判断が付きにくく、

形態のばらつきが積内の変異によるものかもしくは

複数の種が混在していることによるものかといった

判断が、現段階では難しい。 2-4 種の存在が予想

されるが、コロニーごとの採集を行なったうえでの

検討が必要である。

フェリーターミナ Jレ、 W1 、 1G- vii-1999; 森の小径 2 、 (8) トピイロケアリ

W4、 11司ii-1999; 黒崎海岸、 W3、 12司II勾1999. LasiusjaponicusSantschi(図 3 -5 、 6)

プエリーターミナル、 W17、 1 G-vii-1999; 前浜、 W11、

11-vii-1999; 森の小径 l 、 W18、 11-vii-1999; 森の小

径 2 、 W20、 11-vii-1999; 和鴻林道、 W24、 12-vii-1999;

和浦、 W19、 12-vii-1999; 富磯、 W17、 12-vii-1999; 相

影、 W26、 12-vii-1999; 黒崎海岸、 W12、 12-vii・1999.

ヤマアリ亜科 Formicinae

アメイロアリ属 Paratrechina

(.6,)アメイロア 1) •

Paratre,chinaf1avipes(FI.5勾ith) (図 3 -1 、 2)

フェリーターミナ lレ、 W4、 1 G-vii同1999; 前浜、 W2，

11-vii-1999; 和浦林道、 W28、 12-vii-1999; 和浦、 W18、

12-vii-1999; 富磯、 W1、 12<vii-1999; 黒崎海岸、 W2、

12-vii-1999.

(10) ケアリ属の一種、

Lasiussp , (図 4 -3、 4)

相影、 W12、 12司ii-1999.

今回採集されたのが働きアリのみであったためヒ

ゲナガアメイロケアリ L. meridionalis かアメイロケ

アリ L. umbratus かの判断が困難である。今後の調

査により雌が採集されればどちらの種であるのかが

明らかになるだろう。

クサアリ亜属 Dendrolasius

ケアリ属 Lasius

ケアリ直属 Lasius s.str.

(7)ハヤシケアリ

LasiushayashiYamauchi&Hayashida(図 3 -3 、 4)

和浦林道、 W7 、 12-vii-1999.

(11) クロクサアリ

Lasiusfuliginos ω( La treille) (図 4 ・ 5 、 6)

前浜、 W19 、 ll-vii-1999.

本種は森林内に主に生息するもので、本島からは

前浜地区にある神社からのみの採集にとどまった。

このコロニーの個体は典型的な L. 五11iginosus とは

形質が幾分異なるが、今回は本種と同定した。しか

しながら北海道における本亜属に関しては、同定の
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重要なカギとされる腹柄節の変異が大きいうえ、今

回同様中間的な形質を持つコロニーが帯広において

も確認されているため、分類を再検討する必要があ

ると恩われる。

ヤマアリ属 Formica

ツノアカヤマアリ亙属 Copto ゐrmJca

図 3. 天売烏に生息するアリ類の走査型電子顕微鏡写真 2. 1·2: アメイロアリ Paratrechina fJ avipes 、

3 ・ 4: ハヤシケアリ Lasius hayashi 、 5-6 :トピイロケアリ Lasius japonicus.



32 吉村正志

(12) ツノアカヤマアリ

FormicatukaijWheeler(図 5 -1 、 2)

森の小径 2 、 W6、 11-vii-1999; 和浦林道、 W4、 12叩11­

1999; 黒崎海岸、 W2、 12吋-1999.

本種も利尻、礼文においては生息カ鴨認されていな

い種である。利尻と礼文にはこれと似たものでヤマア

リ亜属ケズネアカヤマアリ Fonniα (Fomガα)truncorum

が生息しているが、頭部後縁が明瞭にくぽむところ

図 4. 天売島に生息するアリ類の走査型電子顕微鏡写真 3. 1-2: キイロケアリ Lasius liavus、 3·4 :ケア

リ属の一種 Lasius (Chthonoiasius) sp 、 5 ・ 6: クロクサアリ Lasius luiiginosus.
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図 5. 天売島に生息するアリ類の走査型電子顕微鏡写真 4. 1·2: ツノアカヤマアリ Pormi cafukaii 、 3· 4:

クロヤマアリ Formica japonica.

(図 5 -2 矢印)で区別することができる。

クロヤマアリ亜属 Servi[ormica

(13) クロヤマアリ

FormicajaponicaMotschoulsky(図 5 -3 、 4)

フェリーターミナ lレ、 W6、 1 Q-vii-1999; 森の小径 l 、

WI 、 ll-vii-1999; 森の小径 2 、 W14、 11刊ー1999; 和

浦林道、 W4、 12"羽i-1999; 和浦、 W4、 12-vii-1999; 富

磯、 WI 、 12哨i-1999; 相影、 W8、 12-vii-1999; 黒崎

海岸、 W6、 12-vii-1999.

腹部第 3節の軟毛の密度によると本種に同定される

ものの、中胸腔節長/頭幅長が1.10 - 1 .5 5 となり、

1.18 未満であるという F. japonica と一致するものと

そうでないものがある。今後さらなる検討が必要であ

るが、 2-3種が混在している可能性がある。

4. 考察

詳しい植生調査を行なったわけではないが、本鳥

の植生はおもに草地を中心とし、隣の焼尻島に比べ

森林面積は少ない印象を受ける。本烏のアリ相もこ

れを反映し、クロヤマアリ Formica (Servi[ormica)

japonica やキイロケアリ La sius (CautoJasius)f1avus

に代表される、草地から裸地といった明るい環境を

生息、場所として好む積がその中心を占め、逆に森林

内を生息場所として好むムネアカオオアリ Cam­

ponotus(Camponotus)obsucripes などの種は確認

されなかった。また森林内で見ることの多いクロク
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サア 1) Lasius(Dendrolasius)fu Jj ginosus の採集も非

常に限られた地域からであった。ただ今回の調査に

おいては、個体数やコロニー密度などを定量的に調

査していないため種構成を他の島と比較するには至

らない。加えて、島の中心部にある森林の調査が十

分でなかったこともあり、今後の調査によって森林

性の他稜の分布も確認される可能性がある。

利尻島と礼文島の両島に生息するエゾクシケアリ

Myrmicajessensis とケズネアカヤマアリ Formica

truncorm が発見されず(吉村 1998 、 1999) 、一方

でヤマトアシナガアリ Aphaenogaster japonica 、ツ

ノアカヤマアリ Formica fukaii といった先のふたつ

の島には生息が確認されていない種が採集された。

この分布種の違いはそれらの種にとっての営巣に適

した場所の多少や本島との気候の違いによるもので

あると考えられるが、詳しくは今後の検討課題であ

る。

表1.天売烏で発見されたアリ類
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